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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　この「成熟」の結果子宮頚部が軟化し、これによって、胎児が子宮から出ることを可能
にするために最終的に必要とされる薄化および拡張に備える。コラーゲンのグリコサミノ
グリカンに対する比率が減少するに従って、子宮頚部の物質はより親水性となる。これが
、組織の電気伝導性における変化として測定可能な性質または特性である。かかるバイオ
インピーダンスの変化は、指による触診によって臨床的に検知されるよりもはるか前に、
組織レベルで検知可能である。
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